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序章

西宮 の上 ヶ原の地に、関西学院大学が建 っている。関西学院大学 は、 ミッシ ョン系 の大

学 として、 また、紺碧 の空のもと、広大 な緑の芝生 に映える白亜の校舎、時計台、図書館

な どのキャンパスの美 しい景観 と共 に、全 国的に知名度の高い大学である。

しか し、 このキ ャンパスの設計者であるW.M.ヴ ォー リズ(1880～1964)に ついてはあ

まり知 られてい ない。関西学院大学のキャンパ スデザイ ンを設計 したW.M.ヴ ォー リズの

足跡 をたどりなが ら、その美の設計は、いかに して創造 されたのか、関西学院大学の造形

美につ いて論考 したい。

突然 、天か らの光が彼 の周 りを照 らした。サ ウロは地 に倒れ、「サ ウル、サ ウル、 なぜ、 わ

た しを迫害す るのか」 と呼 びか ける声 を聞いた。 「主 よ、あなたは どなたですか」 と言 うと、

答 えがあ った。「わた しは、あ なたが迫害 してい るイエスで ある。起 きて町に入れ。 そ うす
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れば、 あなたのなすべ きことが知 らされ る。」 同行 して いた人 たちは、声 は聞こえて も、だ

れの姿 も見 えないので、 もの も言 えず立っていた。サ ウロは地 面か ら起 き上が って、 目を開

けたが、何 も見 えなか った。(使 徒言行録93-8)

1.ヴ ォ ー リズ の 生 涯

ヴ ォー リズの生涯 は、聖者、伝道者のパ ウロ(Paul、 紀元5～10年 頃、小 アジアの タル

ソスでユダヤ人 を両親 として生 まれた。ユ ダヤ名 をサウロといった。67年 か68年 頃、殉教

死 した。)を 彷彿 とさせ る。

ヴォー リズは、 日本名 を一柳米来留 と言ったが、 その 自らの人生 を象徴す るかの様な文
1)

章 を残 してい る。

2)

芥 子 種

ある人が一粒の種 をまいた

それは小 さなものであったが

彼の主であり王であるお方の畑にまいた

芥子種の一粒であった

それは生長繁茂 して

仕事に疲れた彼の頭 を

その陰に憩わせるほどになり

その枝のあいだには

たぐいまれなかおいい小鳥が巣を作って

讃美の歌を歌った

それで 小 さな種をまいたその人は

そのつまらぬ業のはずかしさを忘れた

また ある人がその生命をざさげた

それは小 さなものであったが

彼はそのもてるすべてを

彼の王である方にささげたのであった

主は彼を暗黒の住む地へつかわした

そこには、めしいや足なえが変な偶像に

ひざまついていた

それは寂しい土地であったが
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彼は天を見あげつっ

望みなき人々に愛の音ずれをもたらした

するとむなしくやみにさまよう多 くの人々は

霊の生命へ と生れかわった

そして 乏しき世界に注 ぎつ くした彼の生命は

芥子種のように繁殖して行った

3
留来米柳

上記の文章か ら、イエスの愛の教 えが米来留 に満 ち溢 れていた事が わかる。彼 は、聖書

の 「空の鳥をよ く見 なさい。種 も蒔かず、刈 り入れ もせず、倉 に納 めもしない。だが、あ

なたが たの天の父は鳥 を養 って くださる。 〈中略〉野の花が どのように育つ のか、注意 し

て見な さい。働 きもせず、紡 ぎもしない。 しか し、言 ってお く。栄華 を極 めたソロモ ンで

さえ、 この花 の一つ ほどにも着飾 ってはいなかった。今 日は生えていて、 明 日は炉 に投げ

込 まれ る野の草で さえ、神 はこの ように装 って くださる。 〈中略〉何 よ りもまず、神の国

と神の義 を求めなさい。そうすれば、 これ らの ものはみな加 えて与 えられる。だか ら、明

日のことまで思い悩 むな。明 日のことは明 日自らが思い悩 む。その 日の苦労 は、その 日だ
4)

けで十分である。」を深 く信 じて行動 した人であった。

W.M.ヴ ォー リズは、 どの様 な生涯 を送 った人であったのか。 メレルの著作 である 『失

敗者の 自叙伝』の年譜 を基 に して、 メレルの この世での活躍の跡 を、その伝導の姿 と建築

へ の情熱 を織 り交ぜ なが ら述べ てみ ようと思 う。
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ヴ ォ ー リ ズ 年 譜(『 失 敗 者 の 自叙 伝 』 一 柳 米 来 留 著WilliamMerrelVoriesHitotsuyanagiよ り抜 粋 、

5)

加筆 した。)文 中の建築物 〔 〕内の数字 は図版番号 で図版頁 を参照の事。

1880年(明 治13年)0才

10月28日 、米国 カンザス州 レブ ンワースに、父ジ ョン ・ヴォー リズ、母 ジュリア ・ヴォー リ

ズの長男 として生 まれる。父方の祖父ヘ ンリーモ ンフ ォー ト ・ヴォー リズは、 ミズ リー州の

最高法廷裁判官、母方の祖 父はその町の教会の長老 であった。

1882年(明 治15年)2才

この ころか ら両親 に伴われて教会 の礼拝 に出席 し、後 日幼児洗礼 を受 ける。

1886年(明 治19年)6才

生来病弱 であった ため、一・家 は、 メ レルの健康上 フラグス タッフへ移住す る。

1896年(明 治29年)16才

コロラ ド州 デンバー市へ転居する。

1900年(明 治33年)20才

イース トデ ンバ ー高校 を卒 業。 コロラ ド大学 に入 学。大学在学 中、YMCA夏 期 キ ャンプの

リーダー とな り、YMCAの 働 きに関心 を持つ。

1902年(明 治35年)22才

カナ ダの トロ ン ト市で開かれた学生宣教義勇軍の大会 に出席。 テーラー女 史か ら中国伝道の
6)

講演 を聴 ざ、外国伝 道へ の献身 を決 意する。

1904年(明 治37年)24才

コロ ラ ド大学卒業。宣教 のため、ニ ュー ヨークの国際YMCA本 部 に海外 での就職先 を依頼

す る。

1905年(明 治38年)25才

東京YMCA同 盟か らの連絡 に より、当時、英語の外人教 師 を求めてい た滋賀県立 商業学校

7)

教 師 として赴任す るため、二月二 日午 後、初めて近江八幡 に来た り、魚屋町 に居住す る。

1907年(明 治40年)27才

二 月、八幡キ リス ト教青年会館 を建 設。伝 道の根拠地 と した矢先、三月二十五 日、その伝道
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の故 を もって教師解 職 となる。

1908年(明 治41年)28才

京都三 条、 キ リス ト教 青年会館 の一室で建 築設計監督 開業。 これが機縁 で後 に1920年(大 正

9)ヴ ォー リズ建築事務所 を開設、 日本各地は もとより、戦前 には朝鮮、満州、中国に進展 、
8)9)10)

昭和19年 まで継続す る。大阪の大 同生命 ビルをは じめ、関西学 院 、神戸女学院、大阪、京都
11)12)

の大丸百貨店、東京 の国際基督教大学 などはその設計 にな り、他 に も各地の教 会、学校 、病

院、銀 行、住宅 など、その数は千有余 にも及んでいる。

1910年(明 治43年)30才

ヴ ォー リズ合名会社設立。

1912年(明 治45年)32才

キ リス ト教伝 道、家庭雑誌 「湖畔の声」 を創刊す る。

1916年(大 正5年)36才

明治学 院礼拝堂(東 京都港 区白金台)。

1918年(大 正7年)38才

近江療養 院を開設。 また近江 キ リス ト教慈善強化財 団を設立す る。

1919年(大 正8年)39才
13)

子爵一柳 末徳 の三女、満喜子 と結婚(明 治学院礼拝堂、6月3日)。

1920年(大 正9年)40才

ヴ ォー リズ合名会社 を解 散 し、 近江 セールズ株式会社 を設立、メ ンソレータムの販売 を開始

す る。

1921年(大 正10年)41才

八幡郵便 局(旧 八幡郵便 局 現在 はギャラリー として使用 されてい る)。

1922年(大 正11年)42才

一柳満喜子 によ り清友 園幼稚 園 を開設す る。

大 阪教会(大 阪市西 区)。

大丸百貨店心斎橋 店(大 阪市中央区心斎橋筋)大 正11年 ～ 昭和8年 。 〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕
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1923年(大 正12年)43才

百三十三銀行(今 津 ヴ ォー リズ資料館 今津町大字今 津175番 地)。

1924年(大 正13年)44才

『吾家 の設計』 を出版す る。

ユ925年(大 正14年)45才

大 同生命 ビル。主婦 の友社(東 京都 千代 田区神田駿河 台)。

1926年(大 正15年)46才

東華菜館(矢 尾政)(京 都市下京区)。 〔5〕 〔6〕

活水学院(長 崎市東 山手町)。

1929年(昭 和4年)49才 ※大学令 による関西学院大学 設立 の件、認可 されたのは、1932年(昭

和7年)3月7日 であ った。

関西学 院(西 宮市上 ヶ原一番 町)。 〔7〕 〔8〕 〔9〕 〔10〕〔11〕〔12〕〔13〕〔ユ4〕〔15〕〔16〕

〔17〕〔18〕〔19〕〔20〕〔21〕〔22〕

神戸ユニオ ン教会(神 戸市 中央 区生 田町)フ ロイ ン ドリーブ。 〔23〕〔24〕

居留地38番 館(神 戸市中央 区明石 町)神 戸大丸南館第1別 館。

1930年(昭 和5年)50才

母校 コロラ ド大学 よ りLLD(名 誉法学博士)を 受 ける。 また同志社 大学社 友に推薦 され る。

1931年(昭 和6年)51才

ヴォー リズ邸(滋 賀県指定文化財 ヴォー リズ記念 館 近江八幡市慈 恩寺町)。 〔25〕〔26〕

(27)(28)

1932年(昭 和7年)52才

現在の近江八幡市慈恩寺町元1-1に 居 を構 える。

大丸 ヴィラ(下 村邸 京都市 中京 区鳥丸丸太町)。 〔29〕

同志社大学アーモス ト館(国 の重要文化財 京都市今 出川)。

1933年(昭 和8年)53才

東洋英和女学 院。
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神 戸女学院(西 宮市 岡田山)。

1934年(昭 和9年)54才

2月 に近江 ミッシ ョンを近江兄弟社 と改称。

1937年(昭 和12年)57才

滋賀県犬上郡豊郷 町立豊郷小 学校校舎。

1941年(昭 和16年)61才

日本 国籍 を取得 し、一柳米来留(ひ とつや な ぎ めれ る)と 改名す る。

1951年(昭 和26年)71才

「失敗者 の自叙伝」起筆、昭和32年 に発病す るまで 「湖畔の声」誌上 に連載す る。

1954年(昭 和29年)74才

社 会公共事業 に対する功績 によ り藍綬褒賞 を受 ける。

1957年(昭 和32年)77才

八 月、軽井沢で蜘蛛膜下 出血の ため倒 れ、三 ヶ月後近江八幡の 自宅に帰 り、療 養生活 に入 る。

1958年(昭 和33年)78才

近江八幡市名誉市民第一号に推 され る。

1960年(昭 和35年)80才

日米修好通商100年 記念 に際 し、功労者 として顕彰 を受ける。

1961年(昭 和36年)81才

建 築業界 における功績 によ り黄綬褒賞 を受 ける。

1964年(昭 和39年)84才

5月7日 、83年6ヶ 月の地上生涯 を終 え召天。正五位に叙せ られ、勲三等瑞宝章 を受 ける。

5月16日 、近江八 幡市民葬 と近江兄弟社葬 との合同葬 を行 い、遺骨 は恒春園に葬 る。

ヴ ォー リズ の堂 々 た る人生 、深 い信仰 の生 涯 は終 えたが 、 ヴ ォー リズ の残 した建 築 は、

現在 、 我 々 に精 神 の安 定 と宗 教 的 な充足 を与 えて くれ る。 特 に、 ヴ ォー リズの スパ ニ ッシ
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ユ ・ミッシ ョン ・ス タイルの建築物 は現在 でも異彩 を放 ち、歴史の重圧 に耐えている。特
14)

に、 関西学 院大 学 の キ ャ ンパ ス に見 られ るスパ ニ ッシ ュ ・ミッシ ョン ・ス クール の景観 美

は、 ヴ ォー リズ の深 い宗教 的精神 が 輝 いて い る構 築 物 とい え よ う。 ま さに、 ヴ ォー リズ の
ユら　

祈 りの形象化 に他 ならない。

関西学院大学の現在の景観の美は、 ヴォーリズの清楚 で深い心の表出であ り、且つ、神

の大 きな計 らいか ら来 るものであろう。そ して、その輝 きは未来へ と続 いてゆ くものであ
16)

ろ う 。

いつ くしみ深 き 友 なるイエスは、

罪 とが憂 いを と り去 りたもう。

こころの嘆 きを 包 まず述べて、

な どかは下 さぬ、負 える重荷 を。

いつ くしみ深 き 友 なるイエスは、

かわ らぬ愛 もて 導 きた もう。

世 の友 われ らを 棄 て去 るときも、
17)

祈 りにこたえて 労 りたまわん

∬.ヴ ォー リズ の関西学 院大学

関西学院大学 は、現在、兵庫県西宮市上ヶ原一番 町1-155に 存在す る。 しか し、1889年
18)

(明治22年)の 創立 当初 は、神戸市 とは道を一本挟 んで隣 り合 う原田村 にあった。4月 に

菟原郡原田村字王子の一万坪 を購入 し、校舎 を建て、9月 に関西学院 を設立 した。その当

時の事情 は、次の資料に記 るされてい る。

関西学院は1889(明 治22)年9月6日 、兵庫県知事宛に、設立者中村平三郎名義で 「私立関

西学院設立御願」を提出、9月28日 、認可を受けて兵庫県摂津国菟原郡都賀野村内原田村 に
19)

創立 され、10月11日 授 業 を開始 した。

上記の事で、後 日、関西学院大学が原田の森に在 った と呼称 され る由縁である。その後、

さらに校 内の敷地 を広 げ、校舎の増築化 をめ ざした。

ここはもともと約7000坪 の 「官林」であったが、その前年に西灘村に払い下げられたもので、

売却されるのは建御名方尊神社(通 称原田神社、現王子神社)の 境内区域を除いた部分5023

坪であった。学院は関係者および在 日本南メソヂス ト教会宣教師社団の同意、さらにアメリ
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力本 国の南 メ ソヂス ト監督教 会の指示 を得 て、1906(明 治39)年 そ の土地 を購入 した。 〈中

略〉 ちなみに、「原田の森」 とい う呼称 は、 この建御 名方尊神 社の神域 の松林 を意味 してい
20)

る。 この神社境 内お よびその導入路 は、結局学院が所有す るこ とはなか った。

また、関西学院は、キ リス ト教主義に基づ く教育方針 を とるため、チ ャペル(礼 拝堂)

を必要 とした。その結果、 ブランチ ・メモ リアル ・チ ャペルが建設 された。その建設 まで

の経緯は次 の様 に記 るされている。

ウェ ンライ トはその訪米 中に、当時、南メ ソヂス ト監督教会外 国伝道局長であったW・R・

ラ ンバ ス とと もに学院創立期 に土地購 入 に際 しての資金 を提供 した トマス ・ブ ランチの息子

ジ ョン ・P・ ブ ランチ(JohnPattesonBranch,1830-1915)を 訪問 して、新チ ャペル建設の

必要性 を訴 え、資金協力 の了承 を得た。その資金 をもとに、学院創立期の校 舎建 築の最 後 と
21)

なるチ ャペルが建設 された。

この チ ャペ ル を、 ブ ラ ンチ ・メモ リア ル ・チ ャペ ル と名付 け られ た の は この謂 であ る。

また、建 築 につ い て は、次 の様 に記 る されて い る。

煉瓦造平屋 建て、大小 二室を持 ち、隔戸 を開放すれ ば500人 を収 容す ることがで きるこの建

物 は、1904(明 治37)年2月 に着工 され、10月23日 、C.B.ギ ャロウェイ監督(CharlesB.

Galloway)司 式に よ り献堂式が行われた。 ウェ ンライ トに よる1904年 の 日本年会へ の報 告に

よれば、「建物 は、堅固 な構造 を持 ち、資金 の許す 限 りにおいて様式的 な美 しさ も配慮 され

ている。屋根 と床 にはアメ リカ産松 材 を、壁 面には 日本産の花陶岩お よび煉 瓦 を、煉 瓦の固

定にはイギ リスか ら輸入 されたセメ ン トが用い られた」 とあ り、 イギ リス人M・ ウィグノー

ル(M.wignall)の 設計 による初期英 国風 ゴシ ック ・ス タイルのデザイ ンは、それ までの木
22)

造建物群 の中にあ って異彩 を放つ ものであった。

そ うして、 このブランチ ・メモ リアル ・チ ャペルは原田の森 に出現 し、以後、関西学院

の象徴 的建造物 として注 目を浴 びる事 となった。

近代 日本のキ リス ト教界の課題 に、 キリス ト教主義の大学 の設立があった。関西学院 も

この課題に無縁 でなかった。大学昇格運動に積極的に取 りくんだのである。 この件 に関 し

て、下記の記録 を見 る事がで きる。

大学 開設 に当たって甲東村上 ヶ原 に設 け られるキャ ンパスお よび建物 の構想 は、公式的 には

1927(昭 和2)年5月27日 の理事会で選出 された建築委員会(12名)に より検討が行 われ る
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こ とにな り、 同年9月22日 に建築 計画の概要が同委員会か ら理事 会に報告 されてい る。 〈中

略〉 この ような経過 を受 けて1928(昭 和3)年2月18日 の理事会 にお いて建築 に関す る正式

な契約が交 わ され、新校地の設計監督 は、既 に明治期末 よ り原 田校地 において学院校舎 の設

計 を担 当 して きたW.M.ヴ ォー リズの主宰す るヴォー リズ建 築事務所 に、 また建築施工 は竹
23)

中工務店に委 ね られ ることとなった。

上記の記録の とお り、上 ヶ原キャンパスは1929年(昭 和4年)2月 に完成 し、3月31日

に移転 を完了、4月1日 より事務 を開始 した。 また、新キ ャンパスの落成祝賀式 は、創立

40周 年記念式 を兼ねて、 同年の9月28日 の学院創 立記念 日に挙行 され るにいたった。

上 ヶ原キャンパスの特徴 は何か。 ヴォーリズによる上 ヶ原キ ャンパスのデザイ ンの特色
24)

は、一般 的に次の様 に指摘 されてい る。

1)立 地 の選択の周到 さ

2)中 央 に配置 された広大 な芝生 を貫通する軸線 を基本 とす る全体 設計

3)そ の軸線 を中心 とする校舎配 置

4)そ こに点在す る校舎 デザ インのスパニ ッシュ ・ミッション ・ス タイルに よる統 一一・

5)神 戸原 田キ ャンパスの伝統 を引 き継 ぎ、校 舎、学生 寮、教員住宅 な どを意図的 に配鷹 し

たキ ャンパス ・ミュニテイの形成

6)そ れ らを総合 して醸 し出され る聖書的メ ッセー ジ性 に富 むキ ャンパ スイメージ

〔「ヴ ォー リズの祈 りのかたち」展 カタログ(関 西学 院大学発行2004年)p.25山 形政昭執筆

「一九二六年七月、関西学 院西宮移転工事設計受注」 を参考 にし、掲 載 した。〕

ウ ィ リアム ・メ レル ・ヴ ォー リズ(WilliamMerrellVories,1880-1964)と 関西 学 院 と

の 出会 い は、1902年(明 治35年)の カナ ダの トロ ン ト市 のマ ッセ イ ・ホ ー ルで 開催 され た

海外 伝 道 学生 奉 仕 団(StudentVolunteerMovement)に 参加 した事 か らは じま る。 そ の

会場 で、偶 然 で あ るが、C.J.L.ベ ー ツ(CorneliusJohnLighthallBates,1877-1963)と

共 に、 ハ ワー ド ・テー ラー とい う中 国伝 道 に献 身 的 な努力 を続 け てい る婦 人宣 教 師 の特 別

講演 を聞 いた事 であ った。

こ の講演 を 聞 いて、 二 人 は共 に啓示 を受 けた。C.J工.ベ ー ツは ア ジ アへ の伝 道 の決 意

を固 め、後 年 、 関西 学 院の 第4代 院 長 とな り、 また、W.M.ヴ ォー リズ は来 日し、 関西学

院大 学 の キ ャ ンパ ス ・デザ イ ンを創 成 す る事 にな る ので あ る。 偶 然 とい う事 が宗教 的体験

に は無 い とす れ ば、 この時 ・空 間 の流 れの 中 に、 神 の大 きな計 画 が あ っ た と考 え られ よ う。

関西学 院大学 の正 門 か ら時計 台 ・図書館 を望 め ば、 そ の背景 に青 い 甲 山 とそれ に連 な る

山 なみ が 美 し く見 え る。 ヴ ォー リズ の この様 な デザ イ ンの発 想 には 「詩編 」121編 の 聖句
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25)

が連想 される。

都 に上 る歌。

目を上げて、 わた しは山々を仰 ぐ。

わた しの助 けはどこか ら来るのか。

わた しの助 けは来る。

天地 を造 られた主の もとか ら。

主がすべての災いを遠 ざけて

あなたを見守 りあなたの魂 を見守って くださるように。

あなたの出で立つの も帰るの も

主が見守 って くだ さるように。

今 も、そ して とこしえに。

(旧約聖書 詩編121)

新校舎 の様式 はスパニ ッシュ ・ミッシ ョン ・スタイルと呼ばれ るデザ イ ンである。関西

学院大学 のキ リス ト教伝道の精神 を活 か した教育のあ り方 を表現す るのに、最 もこの様式

のデザイ ンがふ さわしかったのであろ う。

このデザ インは本来は19世 紀初頭 にスペ インのフランシス コ派が宣教活動の拠点 として

カリフォルニ アの太平洋沿岸の各地 に建 てた ミッシ ョン(修 道 院)の ス タイルに起源 を持

つ建築である。詳細 に見 れば、カ リフォルニア地方の建築風土 を反映 したスパニ ッシュ ・

コロニアル ・ス タイルとスペイ ンのフランシス コ派の宣教師 らによるカリフォルニア伝 道

によって生 まれた教鍵 築様式の融創 こよって生成 されたデザイ ンとい うことがで き26)。

ヴ ォー リズ は、 また、 天文 フ ァ ンで もあ った。 天 文 同好 会 の会 員 で、雑 誌 『天界 』59号
27)

の天文同好会会員名簿 に 「W.M.Vories蒲 生郡八幡町池田町」 と附録 されている。 関西

学院大学の校章が 「三 日月」である事や、また、大丸百貨店心斎橋店 の各 階に 「星」形の

デザ インの電飾がある事 など、星 と縁のある仕事 に従事 している。 ヴ ォー リズは、キ リス

ト教の伝道 と建築の仕事の他、 ピアノやオルガンの演奏に優 れた才 能を発揮 した。芸術 を

愛 したヴ ォー リズは、この地球 もまた宇宙の一つの星で、天体の大 きな運行の中の一つの

役割 を演 じているにす ぎない と考えていた と思われる。その美 しい小 さな星(地 球)に 生

をうけ、仕事 を成 し、そ して、天界 に還 ってい くと信 じていたのだろう。ヴォー リズの場

合、天界 は天国(Heaven)の 意味であった。
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百人隊長がイエスの方 を向いて、そばに立っていた。そ して、イエスが この ように息 を
28)

引 き取 られた の を見 て、 「本 当に、 この人 は神の子だった」 と言 った。

(マル コに よる福 音書15.39)

終章

関西 学 院の創 立者、 ウォル ター ・ラ ッセ ル ・ラ ンバス(WalterRussellThorntonLambuthJ

1854～1921)は 、1854年11月10日 に この世 に生 まれ た。今 年 は、 ラ ンバ ス の 生誕150周 年

の年 にあ た る。 また、今 年 は、1929年(昭 和4年)に 原 田校 地 か ら上 ヶ原 キ ャ ンパ スへ 移

転75周 年 の年 で もあ る。 この年 、 関西 学 院大学 は、建 築 家 、 ウ ィ リ アム ・メ レル ・ヴ ォー

リズ(WilliamMerrellVories,1880-1964)の 設 計 に よ り竣工 して い る。

ヴ ォー リズ の建 築 史 を縦 糸 に、 関西 学 院の 第4代 院 長 で、 ス クー ル ・モ ッ トー で あ る

"Master
yforService"を 提 唱 したC.J.L.ベ ー ツ(CorneliusJohnLighthallBates,1877～

1963)、 関西学 院の初 代 院長 で"WorldCitizen"で もあ っ た創 立 者 のW.R.ラ ンバ ス の熱 意

と知性 と友情 を横 糸 に織 りな しなが ら、 ヴ ォー リズ は関西学 院大 学 をは じめ、 建築 史 に輝

く多 くの作 品 を残 した とい え る。特 に、 ヴ ォー リズの スパ ニ ッシ ュ ・ミ ッシ ョン ・ス タ イ

ル(Spanishmissionstyle)の 関西 学 院大学(KwanseiGakuinUniversity)の 建 物 は彼 の

建 築 に対 す る思 考 が よ り深 く、 美 し く、 表現 され てい る。 「建 物 が 人 を造 る」 とい う言 葉

が あ るが 、 この言葉 は、 関西 学 院大 学 の場 合 、真 理 で あ る、 と思 う他 ない の であ る。

狭 き門よ り入れ、亡 びにいた る門は

大 きく、その路 は広 く、之 よ り入 る

者多 し。

生命 にいた る門は狭 く、その路 は細

く、之 を見いだす もの少な し。(マ タイ皿,13-14)
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図 版 撮 影 塩 田 昌弘

〈大 丸 百 貨 店 心 斎 橋 店 〉

〔1〕

大丸百貨店心斎橋店。

驚繍 叢
轟懸難 熱盤鱒

鑛灘 繋 ・ 騰 鞭 。
撫 側3随 歩

(3)

1F化 粧品売場の星形の電飾 。
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〈東華菜館(矢 尾政)〉

鴇

ノグ 繕欝 蟻

醸灘
裳

灘 馨
〔5〕

東華菜館 。

〈関西学院大学 〉

磯 麟評
　 ぜご 　

鑛 醗

糠 雛盤 灘;鼎 騨 ・一
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昏黙

講 饗・

灘雛
講 難

灘灘灘灘
織 難 難

・ ・鱗馨灘

_難 懸 灘 麟 醗灘
暇棚惣

塑梛独捌騨 〆鰍 鍬醐一 騨

欝欝欝
懸 難

(9)

図書館入口天井部の照明。(株式会社ヤマギワ)

〔10〕

ヴ ォー リス設計施 忠碑 。1939年 の学院創 立50

周年 に建 て られ た。

l!響

欝

1

Z

麟灘
懇欝
懸

試薯
雍

姦

チ

籔

霧

、撚

麟
驚
欝
礁

〔11〕

原 田 の森(旧 神 戸校 地)ブ ラ ンチ ・メモ リア

ル ・チャペルの定礎石

`睾

z

譲

〔12〕

原 田校地図面
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〈関西学院大学 〉

讐
憂
鍮
ー

諺

ξ
ρ

`

博
んー

ー懇

卿㈱'綴 雛'

闘 歓

霧

〔14〕

ヴォー リズの 「祈 りのかたち」 展の展示室。窓

から美 しい光が室内 を照 らす。

:轟1藩 撫
灘纏辮響 籔難緊{
難 欝撚 雛 織
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鰹 欝贈 　
灘灘購繍総鐡 纂綴灘灘 ・

藩 馨 鎌 蹴 聯一一一

!欝嚢
凝ll議藩翫
灘灘 雛 一

C20)

榊 チ
ャペルが行われ る教室 。階段状 に長椅子が あ

謬騨 鐵矯 　 　
鰻 灘 簸 鎌 騨 イ 壷'
鱒 働覇噺物卿鰍 ・ ・㌻

鵜 噸,'脚__',測 総
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〈関西学院大学 〉

/
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C2i)

関西学院創立者、初代 院長。
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'

'
ダケ〃

/

イ

〈(神戸ユ ニ オン教 会)フ ロイ ン ドリー ブ〉

縛 評 〔23〕
r w

フ ロ イ ン ド リー フ(旧 神 戸 ユ ニ オ ン教 会)。甥

,、・1929年 にゴシ ックスタイルの会堂か誕生 した。
弓

を

ノ

箔

槻 ・騨

摘 脳麟

一72一



ウ ィ リア ム ・メ レル ・ヴ ォー リズ につ い て の 一 考 察

〈ヴ ォー リズ記念 館 〉

(25)

ヴ ォー リズ記念館。(近 江八幡市慈恩寺町)

ヴォーリズ夫妻の写真(学)近 江兄弟社学園の

講 辮鍮鱗霧雛 灘

雛

灘

繊籔

叢

難

懇

・

獅
鍵

灘灘

8
嚢

-

き

諺

欝
馨舞,

麹

一灘

灘 翻 欄 凱

ヴ ォー リズ の書 『神 の国』1934年 。◎ 印は ヴ

,盤
灘
盤

鐵
懸

灘

欝

、

懸
灘
灘

'欝雛懸 羅 攣懸騨 難 織

0

灘藤 灘欝 響嚇

Cgs)

ヴォーリズ記念館 の室内。落 ち着 いた静 かな雰

囲気 に包まれている。
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〈大丸 ヴ ィラ 〉

鍵 難 　鱗繍箋.㈱

〈今 津 ヴ ォー リズ資料館 〉

}η す†

獲
鞍

麟
縫
羅
雛

撫
噸

淋

灘雛 欄
〔31〕

今津 ヴォー リズ資料館 内部。木製カウンターが

銀行の面影 を残 す。今津町大字今津175番 地。

罷

〈旧八幡郵便局〉

司

灘

纒
・難

鱗

霧

糠

嚢
磯

難灘 灘 ・

繊撫 灘 轍k

灘 懇 辮講馨 讐雛 騰
凝 繍

擁 纏

馨

灘

、ー

嚢
難
鷺

(32)

講1921年 、近江八幡市 に建 て られた。「ヴォー リ

1ズ 写真展」が開催 されてい た.(2。 。4年5月22

bo:
'4"v'+"日)
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●

懸懸 蕪騨 悶騨 懸

羅磯

_鵬
,獲

〔33〕

旧八幡郵便局 。

〈関西学院発祥之地 〉

〔34〕

穐

畿灘叢繍 繕 豊撫 　 「　
欝 羅 難

、
難 難難灘、

講

響
"㌧ 惣

、也 聯

繍
ア
ノ　 　

螺'欝

饗

〔35〕

ブランチ ・メモ リアル ・チ ャペル(現 神戸市立

王 子市民 ギ ャラ リー)と して1904年 イギ リス

人M.ウ ィグ ノール に よ り設計 され 、その後 、

1993年 神 戸市 立王子市 民 ギ ャラ リー と して オ

ープ ン した。(設 計 は一粒社 ヴ ォー リズ建築事

務所)

翻 鎌雛

騰 欝灘 辮
麟 墜 縫難 イ

。翠 〔36〕

難 蕪 麟 吉岡美国筆 「敬神愛人」の標言吾が石に刻されて

い る 。

吉 岡 美 国(1862-1948)は 第 二 代 院 長(1892-

i91s)o

ρ

癒
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起 こ り ま した 。 中 国 山東 省 にお け る反 キ リス ト教 の暴 動 を き っか け に華 北 一 帯 に 広 が っ た 反 帝 国主 義

の運 動 で した 。 日清 戦 争 後 、 中 国北 方 で は列 強諸 国 の利 権 争 い が は げ し くな り、 中 国 人 民 は 苦 難 の道

を辿 らね ば な ら な くな りま した。 そ の 上 、 水 害 や ひ で りに 打 ち ひ しが れ た 山東 省 の 農 民 や 手 工 業 者 な

ど は 「義 和 団 」 とい う拳 法 修 業 を名 目 に秘 密 結 社 をつ く り、 中 国 か ら一 切 の外 国 暴 力 を根 絶 し よ う と

した の です 。 そ して 教 会 堂 を襲 撃 し、 ク リスチ ャ ン を迫 害 し虐 殺 した の で す 。 しか し、 この 時 多 くの
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迫 害 す る者 の た め に祈 りな が ら死 ん で い った 信徒 の姿 は 実 に気 高 い もの で した。」

5000人 の聴 衆 は 手 に汗 して 聴 い た。 ハ ー ワー ド ・テー ラ ー 女 史 の声 涙 と も に くだ る実 話 を水 を打 っ

た よ う に静 ま りか え っ て 聞 く5000の 魂 の 上 に聖 霊 の働 きが 加 わ らな い 筈 は なか っ た 。特 に ヴ ォー リズ

の 受 けた 印 象 とそ の感 動 は異 常 な ほ どに 強 く、神 ご 自身 が 語 りか けて お られ る よ うに感 じた。そ して 、

まん じ りと もせ ず 講 師 の顔 を見 て い る彼 には 、他 の会 衆 の顔 は全 く見 え ず 、あ た り一 面 くら くな っ て、

自分 一 人 に 語 りか け て お られ る よ う に思 わ れ た 。 そ の 時 、 講 師 の顔 は 突 然 キ リス トの み 顔 に変 っ た 。

そ して キ リ ス トご 自身 が壇 上 か ら深 い愛 の まな ざ し を も っ て メ レル ・ヴ ォー リズ の 心 を射 た よ う に 感

じた 。
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ウ ィ リア ム ・メ レル ・ヴ ォー リズ につ い て の一考 察

「メ レル ・ヴ ォー リ ズ、 お前 自身 は 一 体 ど うす るつ も りか?」 メ レル の 聞 い た この 声 は、 ま さ し く

神 の 声 で あ っ た 。 一 瞬 の で き ご とで あ った が 、 メ レル の 利 己 的 な 思 い を根 底 か ら くつ が えす 神 の 声 で
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に 道 は な い の だ。」

この 体 験 が ヴ ォー リズ を 、 日本 へ 導 く契 機 とな っ た の で あ る 。 関 西 学 院 大 学 へ の 遙 か な道 へ 続 い て

い くの で あ る。

7)『 失 敗 者 の 自叙 伝 』 一 柳 米 来 留 著 、p.104～p,106、 近 江 兄 弟 社 ・湖 声 社 、1993.12.25

ヴ ォ ー リズ は 、 明 治38年(1905年)2月2日(木 曜 日)に 、 近 江 八 幡 にや っ て 来 た が 、 そ の 日か ら 日

記 をつ け て い る 。

二 月 八 日に こ う記 して い る 。 「水 曜 日。 放 課 後 、 宮 本 氏 と私 は 買 物 に 出 か け 、 本 箱 と旗 竿 と を 買 い、

バ イ ブ ル ・ク ラ ス の た め に 、教 会 か ら座 布 団 を借 りて き た。 夜 は何 た る感 謝 、 四 十 五 名 の 学 生 が つ ど
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よ び聖 書 が 大 切 な書 物 で あ る こ と につ い て語 る 。 西 山君 が 書 記 、 西 村 君 が 会 長 、 井 上 君 が 副 会 長 に な

っ た。 ふ す ま を はず せ ば 、 部屋 が 大 き くな る か ら便 利 だ。 散 会 後 、 宮 本 氏 は居 残 り、 二 人 で 一 緒 にバ

イ ブ ル ・ク ラ ス の た め に祈 る。(生 徒 た ち に、 日本 語 の 新 約 聖 書 を与 えね ば な らぬ と思 っ た 。 の ち に

は、 この 最 初 の ク ラ ス を 上 級 生 と下 級 生 の 二組 に分 け た。)」ヴ ォー リ ズ を め ぐ る学 生 た ち との 楽 しい

交 流 を知 る こ とが で き よ う。

8)大 同 生 命 ビ ル1925年(大 正14年)、 そ の 後1993年(平 成5年)に 新 し く造 りな お され た 。(設 計 は一

粒 社 ヴ ォー リ ズ建 築 事 務 所 と 日建 設 計)

9)関 西 学 院 大 学1929年(昭 和4年)西 宮 市 上 ヶ原 一 番 町 に あ り、 ス パ ニ ッ シ ュ ・ミ ッシ ョ ン ・ス タ イ

ル の校 舎 が 美 し い。

10)神 戸 女 学 院1933年(昭 和8年)西 宮 市 岡 田 山 にあ る。 ヴ ォー リズ の 妻 、 満 喜 子 の母 校 。

11)大 丸 百 貨 店 心 斎 橋 店1922年 ～1933年(大 正11年 ～ 昭 和 ε年)大 阪 市 中 央 区心 斎 橋 筋

12)神 戸 ユ ニ オ ン教 会1929年(昭 和4年)神 戸 市 中央 区 生 田 町 ゴ シ ッ ク様 式 の教 会 。 現在 は フ ロ イ ン

ドリー ブ の お 店 と して 親 し まれ て い る。

13)『 失 敗 者 の 自叙 伝 』 一 柳 米 来 留 著 、p.1～p.5、 近 江 兄 弟 社 ・湖声 社 、1993.12.25

上 記 の 本 の 序 文 は 一柳 満 喜 子 が 書 い て い る。 ヴ ォー リズ が38才 、 満 喜 子 が35才 の 時(1919年)、 結 婚

し て、 そ の 後 、1964年(昭 和39年)5月7日 、 ヴ ォー リズ が 生 涯 を終 え る ま で 、 ヴ ォー リズ の か た わ

ら に居 て 、 ヴ ォー リズ を さ さえ た 。 序 文 に言 う そ の は じめ、 金 も、 言 葉 も、知 人 もな く、 彼 の持

ち合 わ せ の も の は、 た だ信 仰 一 つ で あ りま した 。 「神 が 彼 を近 江 にお 導 きに な った 」 と の一 念 で した 。

最 初 彼 は、 激 しい寂 し さ、孤 独 に襲 わ れ ま した 。 帰 国 の旅 費 を まか な う金 が 、彼 の ふ と こ ろ に あ っ た

な ら逃 げ 去 った で し ょう。

幸 い と い い ま し ょ うか 、 摂 理 で あ っ た と信 じます が 、 金 が な か った か ら、 そ れ が で き なか っ た とい

う こ とは、 神 が彼 を この 地 に植 えつ け て 、 信 仰 の 種 を ま か しめ 給 うた の で あ る とい う事 実 を、 明 らか

に す る もの で あ ります 。

神 は、 昔 、 ア ブ ラハ ム に言 わ れ た よ う に

「わ た し は全 能 の 神 で あ る。 あ なた は、 わ た しの 前 に歩 み 、 全 き者 で あ れ」 と、 米 来 留 に も示 さ れ、

そ れ を信 じ、 祈 りつ つ 前 進 して 、 今 日の 近 江 兄弟 社 の 基 礎 を な した の で あ ります 。(中 略)一 九 六 八

年 五 月

米 来 留 昇 天 の 月 妻 一柳 満 喜 子 これ を記 す
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上 記 の 妻 の 文 か ら、 妻 の 夫 へ の愛 情 の 深 さ と信 仰 の純 粋 さ と を知 ら さ れ、 見 事 な夫 妻 で あ っ た こ とが

伝 わ って くる。
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ル の 建 築 作 品 につ い てPart2」 山形 政 昭 執 筆 、p.825～p.828
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